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平成20 年 第 3 回 
稲敷市議会定例会

　平成 20年第 3回稲敷市議会定例会は、9月 3日から 19 日までの 17 日間
にわたり開かれました。
　開会日には、市長から報告8件、条例の改正案2件、各会計の補正予算案11件、
平成 19年度各会計決算承認 16件の計 29案件、及び請願 1件が提出されまし
た。各議案については常任委員会に付託され、慎重な審査が行われました。
　最終日には、各常任委員長の報告の後、すべての案件が原案のとおり可決・
認定されました。その後、市長より議案 3件が追加提案され、意見書に係る発
議 1件とともに、可決されました。
　また請願は、前回定例会からの継続審査となっていた 1件とあわせ、すべて
が採択となりました。

平成 19 年度 
一般会計・各特別会計決算を認定！

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第   4 号
平成 19年度稲敷市一般会計継続費精算
報告書について

平成19年度に策定を開始し、継続事業となって
いた健康増進計画策定業務委託の完了によるもの

－ －

報告第   5 号
平成 19年度稲敷市公共下水道事業特別
会計継続費精算報告書について

平成19年度の継続事業である、江戸崎地区公共
下水道処理場建設委託事業の完了によるもの

－ －

報告第   6 号 健全化判断比率の報告について
地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づき、
各種財政比率について議会に報告するもの

－ －

報告第   7 号
農業集落排水事業特別会計の資金不足比
率の報告について

地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づき、
農業集落排水事業特別会計の資金不足比率を議会
に報告するもの

－ －

報告第   8 号
公共下水道事業特別会計の資金不足比率
の報告について

地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づき、
公共下水道事業特別会計の資金不足比率を議会に
報告するもの

－ －

報告第   9 号
簡易水道事業特別会計の資金不足比率の
報告について

地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づき、
簡易水道事業特別会計の資金不足比率を議会に報
告するもの

－ －

報告第 10号
水道事業会計の資金不足比率の報告につ
いて

地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づき、
水道事業会計の資金不足比率を議会に報告するもの

－ －

報告第 11号
工業用水道事業会計の資金不足比率の報
告について

地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づき、
工業用水道事業会計の資金不足比率を議会に報告
するもの

－ －

議案第 71号
公益法人制度改革に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について

公益法人制度改革三法の施行に伴い、改正を要す
る三条例について、主に語句改正を行うもの

総　務 原案可決

歳入決算総額 344 億 3,877 万 8,308 円、
　歳出決算総額330億5,041万3,252円を認定。
� （※一般会計及び 10 特別会計の合計）
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 72号
稲敷市手数料徴収条例の一部改正につい
て

住民基本台帳カードの普及推進策として、期間を
区切り手数料を無料化するもの等

市民生活 原案可決

議案第 73号
平成20年度稲敷市一般会計補正予算（第
2号）

予算総額を１７１億６３２７万５千円とする
各常任委員会 原案可決

議案第 74号
平成 20年度稲敷市国民健康保険特別会
計補正予算（第2号）

予算総額を５１億９６３７万円とする
市民生活 原案可決

議案第 75号
平成 20年度稲敷市老人保健特別会計補
正予算（第1号）

予算総額を５億６８０４万２千円とする
市民生活 原案可決

議案第 76号
平成 20年度稲敷市農業集落排水事業特
別会計補正予算（第1号）

予算総額を５億２６６９万７千円とする
産業建設 原案可決

議案第 77号
平成 20年度稲敷市公共下水道事業特別
会計補正予算（第1号）

予算総額を２０億９７７１万４千円とする
産業建設 原案可決

議案第 78号
平成 20年度稲敷市介護保険特別会計補
正予算（第1号）

予算総額を２３億８１２８万８千円とする
教育福祉 原案可決

議案第 79号
平成 20年度稲敷市浮島財産区特別会計
補正予算（第1号）

予算総額を２６７万８千円とする
総　務 原案可決

議案第 80号
平成 20年度稲敷市古渡財産区特別会計
補正予算（第1号）

予算総額を４８３万８千円とする
総　務 原案可決

議案第 81号
平成 20年度稲敷市基幹水利施設管理事
業特別会計補正予算（第1号）

予算総額を１億１０７０万５千円とする
産業建設 原案可決

議案第 82号
平成 20年度稲敷市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第1号）

予算総額を７億４１４４万３千円とする
市民生活 原案可決

議案第 83号
平成 20年度稲敷市水道事業会計補正予
算（第1号）

資本的収入及び支出の補正
　収入合計：１億９２６９万３千円
　支出合計：７億８０００万４千円

産業建設 原案可決

議案第 84号
平成 19年度稲敷市一般会計歳入歳出決
算認定について

歳入決算額：	１８４億３５７３万４８９９円
歳出決算額：	１７６億９７２６万３９４３円

各常任委員会 原案認定

議案第 85号
平成 19年度稲敷市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：	 ５７億８８５１万３７８５円
歳出決算額：	 ５４億６６２１万２９０３円

市民生活 原案認定

議案第 86号
平成 19年度稲敷市老人保健特別会計歳
入歳出決算認定について

歳入決算額：	 ４７億５５６９万５９９５円
歳出決算額：	 ４６億４５３９万１１３４円

市民生活 原案認定

議案第 87号
平成19年度稲敷市，稲敷郡町村及び一部
事務組合公平委員会特別会計歳入歳出決
算認定について

歳入決算額：	 ２２万７４６７円
歳出決算額：	 ７万円

総　　務 原案認定

議案第 88号
平成 19年度稲敷市農業集落排水事業特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：	 ４億２７９５万３６７０円
歳出決算額：	 ４億４４６万７６５４円

産業建設 原案認定

議案第 89号
平成 19年度稲敷市公共下水道事業特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：	 ２６億５１３８万４９７２円
歳出決算額：	 ２５億８０５１万８３５３円

産業建設 原案認定

議案第 90号
平成 19年度稲敷市介護保険特別会計歳
入歳出決算認定について

歳入決算額：	 ２１億６０２５万７３３２円
歳出決算額：	 ２１億１７７３万４９３７円

教育福祉 原案認定

議案第 91号
平成 19年度稲敷市簡易水道事業特別会
計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：	 ９９７４万８６６１円
歳出決算額：	 ２３２４万７３２７円

産業建設 原案認定

議案第 92号
平成 19年度稲敷市浮島財産区特別会計
歳入歳出決算認定について

歳入決算額：	 ４３１万８０４６円
歳出決算額：	 ２９７万３９４９円

総　務 原案認定

議案第 93号
平成 19年度稲敷市古渡財産区特別会計
歳入歳出決算認定について

歳入決算額：	 ４９４万６４５４円
歳出決算額：	 ３６２万１６１０円

総　務 原案認定

議案第 94号
平成 19年度稲敷市基幹水利施設管理事
業特別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：	 １億９９９万７０２７円
歳出決算額：	 １億８９１万１４４２円

産業建設 原案認定

議案第 95号
平成 19年度稲敷市江戸崎地区水道事業
会計決算認定について

収益的支出：	 ３億３４２０万４２４４円
資本的支出：	 ８億４７８７万７２６７円

産業建設 原案認定

議案第 96号
平成 19年度稲敷市新利根地区水道事業
会計決算認定について

収益的支出：	 １億８６３８万９１１１円
資本的支出：	 １億６３１１万６５６８円

産業建設 原案認定

議案第 97号
平成 19年度稲敷市桜川地区水道事業会
計決算認定について

収益的支出：	 １億６４９１万６４７２円
資本的支出：	 ３億６１７１万６７７０円

産業建設 原案認定
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第
３
回
定
例
会
に
は
、
６
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問

平　

山　
　
　

寧　

議
員

【
質
問
】

問

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

に
は
巨
額
な
不
要
額
（
予
算
執

行
残
高
）
と
し
て
、
総
務
費
約

５
８
０
０
万
円
、
民
生
費
約
１

億
４
０
０
０
万
円
、
教
育
費
約

１
億
２
０
０
０
万
円
、
予
備
費

約
２
６
０
０
万
円
、
が
あ
る
が
、

そ
の
発
生
す
る
理
由
と
そ
の
処

理
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答
弁　

総
務
部
長

　

予
算
に
対
す
る
執
行
率
は
、

総
務
費
97
％
、
民
生
費
97
％
、

教
育
費
94
％
で
、
適
正
な
レ
ベ

ル
を
確
保
し
て
い
る
。

　

不
要
額
の
主
な
要
因
は
、
総

務
費
で
は
総
務
管
理
費
、
民
生

費
で
は
社
会
福
祉
費
と
生
活
保

護
費
、
教
育
費
で
は
小
中
学
校

費
、
社
会
教
育
及
び
保
健
体
育

費
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
中
の

需
用
費
で
す
。

問

市
の
施
設
に
空
調
設
備
は

何
ヶ
所
あ
る
か
、
ま
た
、
保
守

点
検
す
る
業
者
は
何
社
か
。

答
弁　

総
務
部
長

　

一
般
会
計
に
係
る
施
設
は

70
ヶ
所
あ
り
、
う
ち
保
守
点
検

委
託
を
し
て
い
る
施
設
は
36
施

設
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
守
点

検
業
者
は
13
社
で
す
。

問

市
立
図
書
館
と
歴
史
民
俗
資

料
館
の
保
守
点
検
料
が
２
倍
の

差
が
あ
る
理
由
は
何
か
。

答
弁　

教
育
部
長

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
空
調
設

備
は
灯
油
式
と
電
気
式
の
併
用

で
あ
り
、
台
数
の
相
違
や
単
価

の
相
違
で
差
が
あ
り
ま
す
。

議案第 84号
第３回
定例会 議 案 質 疑

受付日 件　　　名
提　出　者
住所・氏名

付託委員会 結　果

H20.2.28
請願第 2号

稲敷市政治倫理条例の制定
に関する請願について

稲敷市江戸崎甲 3550
市民オンブズマンいなしき
　石　川　和　男　他 55名

総　　 務 採　　 択

H20.8.25
請願第 7号

農畜産物生産コスト上昇に
対する経営安定の確立に関
する請願書

稲敷市江戸崎甲3016番地の3
稲敷農業協同組合代表理事
　理事長　根　本　　脩

産 業 建 設 採　　 択

請 願 の 審 議 結 果

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 98号
平成 19年度稲敷市東地区水道事業会計
決算認定について

収益的支出：	 ３億６１５８万６３１８円
資本的支出：	 ３億８４９７万６４７３円

産業建設 原案認定

議案第 99号
平成 19年度稲敷市工業用水道事業会計
決算認定について

収益的支出：	 ８３４万６８６９円
産業建設 原案認定

議案第100号 工事請負契約の締結について
契約内容：幼保一元化施設建築工事
契約金額：３億８３０４万円

－ 原案可決

議案第101号
損害賠償請求事件の損害賠償額を定め和
解することについて

地方自治法に基づき、損害賠償請求事件に関する
和解と、その賠償額等を定めるもの

－ 原案可決

議案第102号
平成 20年度稲敷市一般会計補正予算（第
3号）

予算総額を１７３億２０９１万３千円とする
－ 原案可決

発 議 第 3 号
農畜産物生産コスト上昇に対する経営安
定の確立に関する意見書

提出者：埜口正雄
－ 原案可決
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市 政 を 問 う 一 般 質 問

第
３
回
定
例
会
に
は
、
６
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問

圏
央
道
（
仮
）
東

あ
ず
ま

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
開
発
整
備
に
つ
い
て

問
質

　

鉄
道
路
線
、
高
速
自
動
車
道
な

ど
が
無
か
っ
た
稲
敷
市
に
待
望
の

圏
央
道
が
整
備
さ
れ
、
24
年
に
は

（
仮
）
東
イ
ン
タ
ー
ま
で
開
通
の

予
定
で
す
が
、
稲
敷
市
の
ま
ち
づ

く
り
と
活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
、

こ
の
開
通
を
一
つ
の
好
機
と
と
ら

え
て
、
物
流
施
設
あ
る
い
は
工
場

等
を
誘
致
す
べ
く
、
イ
ン
タ
ー
周

辺
の
整
備
開
発
を
す
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
髙
城
市
長
の
考
え
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

木　内　義　延　議員

稲敷市内の開発計画について

弁
答立

地
条
件
の
優
位

性
を
生
か
し
て

■
市
長

　

圏
央
道
の
波
及
効
果
に
つ
い
て

は
、
物
流
を
初
め
と
す
る
様
々
な

点
で
絶
大
な
も
の
に
な
る
の
で
は

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
再
質
問

　

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
整
備
を

す
る
に
は
大
規
模
開
発
に
な
り
、

西
代
地
区
へ
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
進
出
計
画
を
見
て
も

わ
か
る
様
に
、
県
や
国
が
厳
し
く

規
制
を
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
認

可
を
得
る
た
め
に
県
、
国
、
関
係

機
関
へ
の
働
き
か
け
を
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
す

ぐ
に
も
始
め
な
い
と
、
三
年
先
の

圏
央
道
（
仮
）
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
開
通
に
間
に
合
わ
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

流
通
施
設
、
工
場
等
を
誘
致
で

き
れ
ば
、
雇
用
の
創
出
と
労
働
人

口
の
流
出
の
防
止
、
税
収
増
、
建

設
需
要
の
増
加
な
ど
、
い
く
つ
も

の
波
及
効
果
が
望
め
ま
す
。

　

全
国
の
県
、
市
町
村
で
も
優
遇

措
置
を
講
じ
つ
つ
、
優
良
企
業
の

誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

非
常
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
な
の
は
想

像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

動
か
ず
し
て
展
望
は
開
け
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

熱
意
と
使
命
感
を
持
っ
て
県
、

国
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
、
企
業

の
誘
致
な
ど
開
発
計
画
の
策
定
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
部

長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

■
答
弁　

産
業
建
設
部
長

　

様
々
な
ハ
ー
ド
ル
は
あ
り
ま
す

が
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
中
に
も
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

活
用
し
た
、
周
辺
の
有
効
な
土
地

利
用
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
位
置

づ
け
を
行
い
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
具
体
的
な
実
現
方

策
に
つ
い
て
も
、
社
会
経
済
情
勢

の
分
析
や
企
業
の
動
向
、
そ
し
て

企
業
の
意
向
調
査
を
す
る
な
ど
、

県
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早

期
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
経
済

的
波
及
効
果
が
形
に
あ
ら
わ
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
特

に
（
仮
）
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

等
に
つ
い
て
は
、
主
要
地
方
道
の

竜
ヶ
崎
潮
来
線
、
ま
た
県
道
江
戸

崎
下
総
線
の
交
差
付
近
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
物
流
を
中
心
と

し
た
産
業
の
集
積
が
見
込
ま
れ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
市
と
し
て
も
、
そ
の
立
地
条

件
の
優
位
性
等
を
生
か
し
な
が
ら
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
活
用
し
た

産
業
振
興
を
図
る
た
め
に
、
周
辺

開
発
構
想
の
策
定
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
本
年
度
と
来
年
度
の
2
ヵ
年

継
続
事
業
と
し
て
、
現
在
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
作

業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
中
で
、（
仮
）
江
戸
崎
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
そ
し
て
（
仮
）

東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
適

正
な
土
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
を
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より深い愛の手を…

発
達
障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

問
質

弁
答

　

２
０
０
５
年
４
月
に
「
発
達
障

害
者
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
は
発
達
障
が
い
者

の
心
理
機
能
の
適
正
な
発
達
及

び
、
円
滑
な
社
会
生
活
の
促
進
の

た
め
に
発
達
障
が
い
者
の
症
状
の

発
見
後
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
発

達
支
援
を
行
う
こ
と
が
特
に
重
要

で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
発
達

障
が
い
者
を
早
期
に
発
見
し
、
発

達
支
援
を
行
う
こ
と
に
関
す
る
国

及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
学
校
教

育
に
お
け
る
発
達
障
が
い
者
へ
の

支
援
・
発
達
障
が
い
者
の
就
労
の

支
援
・
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
指
定
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
発
達
障
が
い
者
の
自

立
及
び
社
会
参
加
に
資
す
る
よ
う
、

そ
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
支
援
を

図
り
、
も
っ
て
そ
の
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

と
あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
へ
の
施
策
は
不
登

校
や
、
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
へ

の
応
援
で
も
あ
る
の
で
す
。
発
達

障
が
い
は
、
し
っ
か
り
と
周
囲
が

ケ
ア
を
し
て
い
れ
ば
、
対
人
ト
ラ

ブ
ル
等
の
二
次
障
が
い
に
な
ら
ず

す
べ
て
の
学
校
・

学
級
で
対
応
…

に
済
む
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

発
達
障
が
い
を
も
っ
た
子
ど
も
が

発
達
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
教
育

が
ど
の
様
な
支
援
を
す
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
三

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

①
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み
は
？

　

②
市
に
お
け
る
支
援
体
制
は
？

　

③
学
校
が
休
み
中
の
発
達
障
が

い
児
の
受
け
入
れ
先
を
確
保

す
べ
き
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

一
人
の
子
供
に
充
実
し
た
支
援
が

で
き
る
様
、「
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
中
心
と
し
た

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
で
の
話
し

合
い
で
、
支
援
方
法
・
内
容
等
を

教
職
員
が
十
分
に
検
討
し
、
個
別

の
指
導
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、

「
稲
敷
市
障
が
い
児
就
学
指
導
委

員
会
」
を
設
置
し
、
調
査
審
議
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
障

が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
状
況
を

把
握
、
対
象
児
童
が
よ
り
良
い
教

育
を
受
け
る
た
め
の
場
・
方
法
を

保
護
者
に
勧
め
る
こ
と
を
主
眼
と

し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
そ
の
方
法
と
し
て
、

「
小
中
学
校
障
が
い
児
介
助
員
派

遣
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。「
特
別

支
援
学
級
」
に
在
籍
し
て
い
て
も
、

保
護
者
か
ら
の
申
請
で「
介
助
員
」

の
派
遣
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
発
達
障
が
い
の
あ
る
児

童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
細
か
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
教
育
委
員
会
・
学

校
が
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、ケ
ー
ス
に
応
じ
て「
介

助
員
の
派
遣
」
教
職
員
及
び
介
助

員
に
対
す
る
発
達
障
が
い
に
つ
い

て
の
研
修
等
、
よ
り
一
層
支
援
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

■
教
育
長

　

稲
敷
市
の
対
象
在
籍
率
（
19
年

度
）
は
1.3
％
、
国
の
平
均
よ
り
か

な
り
低
い
在
籍
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

学
校
に
お
け
る
「
発
達
障

が
い
者
」
へ
の
取
り
組
み
で
す
が
、

「
特
別
支
援
教
育
」
は
す
べ
て
の

学
校
・
学
級
で
行
わ
れ
る
と
い
う

事
を
周
知
徹
底
し
、
学
校
、
幼
稚

園
、
全
体
で
の
支
援
体
制
を
整
え

る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
一
人

■
保
健
福
祉
部
長

　

発
達
障
が
い
者
に
対
す
る
市
の

支
援
体
制
は
、
就
学
前
ま
で
の
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
早
期
発
見
、
早

期
発
達
支
援
を
行
う
た
め
、「
乳

幼
児
健
診
」
を
通
し
て
、
疑
わ
れ

る
幼
児
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
、

「
遊
び
」
を
通
し
て
成
長
発
達
を

促
し
た
り
、
保
護
者
の
育
児
不
安

の
軽
減
を
目
的
と
し
て
「
の
び
の

び
広
場
」
と
い
う
集
団
指
導
（
月

１
回
）
や
、
個
別
で
の
相
談
･
指

導
が
必
要
と
思
わ
れ
る
幼
児
と
そ

の
保
護
者
に
対
し
て
は
「
臨
床
心

理
士
」
に
よ
る
「
親
子
相
談
」
等

を
実
施（
月
５
回
位
）し
て
い
ま
す
。

　

学
校
が
休
み
中
の
支
援
は
、
施

設
で
昼
間
の
活
動
を
支
援
す
る

「
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」、「
日
中

一
時
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
等
が
あ
り
、

現
在
７
名
の
児
童
が
近
隣
の
施
設

で
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

「
児
童
ク
ラ
ブ
」
で
支
援
し
て
い

ま
す
。
現
在
３
ヶ
所
あ
り
夏
休
み

も
含
め
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

就
学
前
の
お
子
さ
ん
に

は
…

＊
他
に
、
雷
対
策
に
つ

い
て
質
問
。
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市民同士が一体感を…

市
民
の
歌
、
音
頭
を

　
　
　
　
　
　

作
っ
て
は
ど
う
か

問
質

弁
答新

庁
舎
建
設
時
の

記
念
事
業
と
し
て

　

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
一
番
重

要
で
、
不
可
欠
な
も
の
は
市
民
同

士
が
一
体
感
を
作
り
出
す
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
は
多
く
の

市
民
が
参
加
し
、
盛
り
上
げ
よ
う

と
協
力
し
て
い
る
様
子
は
、
市
民

の
一
体
感
が
深
ま
っ
て
き
た
と
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
今

年
の
江
戸
崎
祇
園
祭
で
も
２
５
０

名
を
越
え
る
踊
り
手
の
参
加
が
あ

り
、
一
緒
に
踊
る
さ
ま
は
、
商
店

街
が
全
盛
の
頃
の
祭
り
を
思
い
返

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
各
地
区

に
は
心
か
ら
楽
し
み
踊
っ
て
い
た
、

地
元
の
歌
や
音
頭
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
複
雑
な
面
持
ち
が
見
え
隠

れ
し
、
気
持
ち
が
音
頭
に
乗
れ
て

い
な
い
よ
う
に
も
思
え
ま
し
た
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
こ
と
は
市
民
憲
章
や
市
の
花
な

ど
を
決
め
る
こ
と
と
同
じ
は
ず
で

あ
り
、
市
民
一
人
一
人
が
、
稲
敷

の
心
を
持
っ
て
他
の
市
よ
り
も
誇

り
得
る
市
を
作
り
上
げ
、
ふ
る
さ

と
に
一
層
の
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
も
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

歌
、
音
頭
が
創
ら
れ
た
な
ら
ば
、

各
地
区
の
祭
り
で
歌
わ
れ
、
踊
り

の
輪
が
広
が
り
、
そ
こ
に
は
人
が

集
り
活
気
が
生
ま
れ
、
ま
ち
づ
く

り
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
は

小
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
で
も
活
用

し
て
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
一
つ

に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

合
併
よ
り
3
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
歌
、
音
頭
を
創
る
の
は

今
が
最
適
と
考
え
ま
す
が
、
所
見

を
伺
い
ま
す
。

■
市
長

　

稲
敷
市
に
は
旧
町
村
ご
と
に
創

設
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
音
頭

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
徴
等
を
と
ら
え
て
、
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
と
し
て
い
つ
ま
で
も
大

切
に
保
存
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
新
市
の
誕
生
を
記

念
し
た
、
将
来
に
誇
れ
る
文
化
の

創
設
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

新
市
誕
生
の
一
つ
の
節
目
と
な

る
新
庁
舎
建
設
、
こ
れ
が
平
成
23

年
度
の
竣
工
を
目
標
に
現
在
進
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
際
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
稲
敷
音

頭
の
創
設
等
も
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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農商工・みんなでガンバロウ！

農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
対

策
に
つ
い
て

問
質

弁
答地

域
産
業
の
活
性

化
に
努
力

　

農
商
工
連
携
と
は
、
農
林
水
産

業
者
と
商
工
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
や

商
品
の
開
発
で
連
携
し
、
地
域
活

性
化
を
促
す
取
り
組
み
で
す
。
単

に
農
林
水
産
物
を
作
っ
て
売
る
だ

け
で
は
、
経
済
的
な
波
及
効
果
に

限
界
が
あ
り
ま
す
。
相
互
の
経
営

資
源
を
活
用
し
、
新
商
品
や
新

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
ほ
か
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
経
営

の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 
そ

し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促

し
、
雇
用
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

農
商
工
連
携
促
進
法
が
今
年
５

月
16
日
に
成
立
し
、
７
月
21
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に

よ
っ
て
、
地
域
を
支
え
る
商
工
業

者
と
、
農
林
水
産
業
者
が
連
携
し

て
新
た
な
事
業
を
起
こ
す
場
合
、

事
業
計
画
が
認
定
さ
れ
れ
ば
設
備

投
資
や
生
産
、
販
売
、
需
要
拡
大

な
ど
一
連
の
事
業
展
開
に
わ
た
っ

て
減
税
や
低
利
融
資
債
務
保
証
な

ど
、
き
め
細
か
な
支
援
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

予
算
面
で
も
経
済
産
業
省
と
農
林

■
市
長

　

こ
の
制
度
は
、
農
林
水
産
業
と

商
工
業
等
の
産
業
間
の
連
携
を
強

化
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
農
林
水
産
省
と
経
済
産
業
省

が
連
携
し
て
進
め
て
い
る
も
の
で

す
。
国
内
の
農
林
水
産
業
が
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
と
い
う
状
況
の

中
、
従
来
の
仕
組
み
に
商
工
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
の
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
活
用
し
た
工
夫
改
善
を
加
え

れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生

み
出
す
可
能
性
を
持
つ
産
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
農
商
工
連
携
が
構

水
産
省
が
農
商
工
連
携
の
支
援
を

進
め
る
た
め
、
20
年
度
予
算
に
そ

れ
ぞ
れ
約
１
０
０
億
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
と
し
て
の
取
り
組

み
と
、
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

築
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業

は
、
全
国
的
な
傾
向
に
漏
れ
ず
、

後
継
者
の
不
足
、
耕
地
面
積
や
農

家
戸
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、

新
た
な
活
路
を
見
出
す
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
制
度
の
趣
旨
を
十
分
に

踏
ま
え
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も

と
に
農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
産

業
の
活
性
化
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意

見
を
、
直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
制
度
と
し
て
請
願
と
陳
情

が
あ
り
、
だ
れ
で
も
議
会
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面

で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。
議
会

事
務
局
ま
で
ご
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を

「
請
願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」

と
呼
び
、
受
理
し
た
請
願
や
審

査
対
象
と
な
っ
た
陳
情
の
議
決

結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ
ぞ
れ

通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

1
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願

意
・
理
由
）
は
、
市
議
会
に

◆ 

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て 

◆

対
し
て
何
を
求
め
、
何
を
し

て
ほ
し
い
の
か
で
き
る
だ
け
具

体
的
に
、
ま
た
、
簡
単
明
瞭

に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
必
要
に
応
じ
て
図
面
や

そ
の
他
の
資
料
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

2
．
内
容
の
異
な
る
2
つ
以
上
の

事
項
を
請
願
（
陳
情
）
す
る
場

合
は
、
別
々
の
請
願
（
陳
情
）

書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、

提
出
年
月
日
、
請
願
（
陳
情
）

者
の
住
所
・
氏
名
（
法
人
・

任
意
団
体
の
場
合
は
、
そ
の

所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏
名
）

を
記
載
し
、
押
印
し
て
く
だ

さ
い
。
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市 政 を 問 う 一 般 質 問

浅　野　信　行　議員

ジョブ・カフェとは？

今
後
の
ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
へ
の
取
組

み
は 問

質

弁
答Ｐ

Ｒ
の
必
要
性
を

痛
感

　

ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
と
は
、
就
職

支
援
事
業
の
こ
と
で
す
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
日
行
わ
れ
た
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
、
銀
メ
ダ
ル
を
と
っ
た

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
太
田
選
手
が
テ

レ
ビ
に
出
た
と
き
、
就
職
活
動
し

て
い
た
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
普
通
の
人
が
仕
事
を
見
つ

け
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
で
は
、
求
人

情
報
提
供
、
適
正
診
断
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
紹
介
、

内
職
相
談
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
日
立
、

鹿
行
、
県
西
に
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

県
南
の
セ
ン
タ
ー
は
、
土
浦
に
あ

り
ま
す
。

　

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
、

出
張
相
談
を
、
平
成
19
年
９
月
よ

り
稲
敷
合
同
庁
舎
で
毎
月
１
回
、

茨
城
県
で
最
初
に
実
施
し
た
と
聞

き
ま
し
た
。
働
き
た
く
て
も
働
く

と
こ
ろ
が
探
せ
な
い
で
い
た
市
民

に
と
っ
て
は
、
と
て
も
喜
ば
し
い

事
で
す
。

　

そ
こ
で
ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
県
南

の
出
張
相
談
の
現
況
と
、
稲
敷
市

と
し
て
の
取
り
組
み
を
お
聞
き
し

ま
す
。

■
産
業
建
設
部
長

現
在
、
土
浦
に
県
南
地
区
セ
ン

タ
ー
「
ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
県
南
」

他
に
３
ヶ
所
の
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
就
職
相
談
、
職
業

紹
介
、
適
職
診
断
サ
ー
ビ
ス
、
求

人
情
報
の
閲
覧
・
検
索
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

出
張
相
談
に
つ
い
て
は
、
よ
り

身
近
に
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
「
ジ
ョ
ブ
・

カ
フ
ェ
県
南
」
の
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
平
成
19
年
９
月
26
日
か
ら

毎
月
１
回
第
３
水
曜
日
に
、
稲
敷

合
同
庁
舎
で
出
張
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
９
月
の
開
設
か
ら
翌
年
3
月

ま
で
は
34
名
の
方
が
、
ま
た
今
年

４
月
か
ら
８
月
ま
で
に
は
、
29
名

の
方
が
利
用
し
、
主
に
職
業
紹
介

に
関
す
る
相
談
が
多
い
と
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。 

　

19
年
度
の
相
談
者
34
名
の
そ
の

後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
10
名
の

方
が
就
職
し
、
10
名
の
方
を
支
援

中
で
あ
り
、
残
り
14
名
の
方
に
つ

い
て
は
、
連
絡
が
と
れ
な
い
状
況

で
す
。

　

本
年
度
の
19
名
の
方
に
つ
い
て

は
調
査
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　

市
の
広
報
誌
７
月
号
に
「
出
張

相
談
」
を
掲
載
し
た
た
め
か
、
７

月
に
は
20
名
の
相
談
が
あ
り
、
Ｐ

Ｒ
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

（ 表　　紙 ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞

（ 本　　文 ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願者（陳情者）住所
　氏名　　　　　㊞

4
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数

の
場
合
に
は
、
代
表
者
の
氏

名
を
記
載
し
、
外
何
名
と
し

て
く
だ
さ
い
。

5
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員

1
名
以
上
の
署
名
ま
た
は
、

記
名
押
印
が
必
要
で
す
。

6
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原

則
と
し
て
Ａ
４
判
の
用
紙
に

横
書
き
と
し
、
正
本
1
部
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い

て
不
明
な
点
は
、
市
議
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

7
．
受
付
は
、
市
議
会
事

務
局
に
て
随
時
受
理
し

て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
3
月
・

6
月
・
9
月
・
12
月
）

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も

の
が
、
そ
の
定
例
会
の

取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ

た
も
の
は
、
次
の
定
例

会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。
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平　山　　　寧　議員

巨額な不納欠損額をどうする ?

前
議
長
の
海
外
行
財
政
視
察
旅
行
は
？

問
質

弁
答詳

細
は
議
会
内
部

の
こ
と
な
の
で
…

弁
答

職
員
を
増
員
し
、
体
制

強
化
・
公
売
も

巨
額
な
不
納
欠
損

額
を
ど
う
す
る
？

問
質

　

平
成
18
年
9
月
、
前
議
長
が
海

外
行
財
政
視
察
を
行
っ
て
い
る

が
、 

そ
の
詳
細
な
説
明
を
求
め
ま

す
。

■
市
長

　

私
の
承
知
し
て
い
る
範
囲
で
答

え
ま
す
。
海
外
行
政
視
察
に
つ
い

て
、
前
議
長
と
事
務
局
長
が
、
平

成
18
年
９
月
24
日
か
ら
10
月
1
日

の
８
日
間
、
参
加
負
担
金
１
０
０

万
円
を
議
会
費
か
ら
支
出
し
参
加

し
ま
し
た
。
視
察
先
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と

伺
っ
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
議
会

内
部
の
問
題
な
の
で
承
知
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

稲
敷
市
の
決
算
を
見
る
と
不
納

欠
損
額
が
巨
額
で
あ
る
。
ま
た
市

税
の
不
納
欠
損
額
も
大
き
く
17
年

度
約
１
億
１
千
万
円
、
18
年
度
約

７
千
万
円
、
19
年
度
約
８
千
万
円

で
、
不
納
欠
損
額
は
稲
敷
市
の
財

政
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
り

ま
す
。 

　

不
納
欠
損
は
５
年
で
消
滅
時
効

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
不
納
欠
損

額
を
生
む
前
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

大
勢
の
真
面
目
な
納
税
者
に
不

信
感
を
も
た
れ
な
い
よ
う
、
担
当

者
に
は
、
今
後
も
努
力
を
続
け
て

欲
し
い
。

■
市
民
生
活
部
長

　

不
納
欠
損
金
の
徴
収
と
対
策
に

つ
い
て
、
平
成
18
年
、
税
務
課
内

地
震
が
く
る
！

10
秒
前
か
ら
の
対
策

問
質

　

稲
敷
市
に
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
沖
に
は
大
き
な
富
士
山

ク
ラ
ス
の
海
山
が
あ
り
プ
レ
ー
ト

の
移
動
で
日
本
列
島
の
下
に
沈
下

し
、
こ
れ
が
原
因
で
約
20
年
ご
と

に
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
大
地
震
が
発
生

す
る
と
、
８
月
29
日
の
読
売
と
茨

城
新
聞
に
で
て
い
ま
し
た
。
新
聞

の
世
論
調
査
で
は
、
75
％
の
人
が

大
地
震
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
不
安
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
す
ぐ
れ
た
速

報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
た
め
、

10
秒
か
ら
1
分
間
の
対
応
策
を
伺

い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
齢
者
ま
た
は

身
体
の
不
自
由
な
方
々
へ
の
対
応

策
、
訓
練
な
ど
教
育
長
、
保
健
福

祉
部
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

に
収
納
対
策
室
を
設
置
し
、
今
年

は
更
に
２
名
を
増
員
し
、
12
名
体

制
で
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

資
力
が
あ
る
不
納
者
に
は
最
終

的
に
公
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

時
効
中
断
に
つ
い
て
は
分
割
納
付

の
指
導
を
し
ま
す
。
収
入
未
済
額

に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
、
自

宅
や
職
場
訪
問
を
し
て
、
収
納
率

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
保
健
福
祉
部
長

　

緊
急
地
震
速
報
を
よ
り
活
用
す

る
た
め
に
、
高
齢
者
等
の
社
会
的

弱
者
に
は
シ
ス
テ
ム
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

集
会
な
ど
で
、
緊
急
地
震
速
報
を

聞
い
た
り
、
避
難
行
動
が
と
れ
る

よ
う
講
習
会
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

■
教
育
長

　

大
震
災
時
に
お
い
て
、
幼
児
、

児
童
生
徒
の
生
命
身
体
の
安
全
確

保
に
万
全
を
期
す
た
め
、
災
害
発

生
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
想
定

し
た
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
、

専
門
家
を
招
い
た
り
、
自
主
訓
練

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内

容
を
多
角
的
に
点
検
し
、
努
力
を

怠
る
こ
と
な
く
危
機
管
理
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。 弁

答
避
難
行
動
や
自
主
訓
練

を
…
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常 任 委 員 会 の 審査経過と結果

	

委
員
長　

柳
町　

政
広　

　

付
託
さ
れ
た
議
案
8
件
と
請
願
1

件
に
つ
い
て
、
主
な
点
を
報
告
し
ま

す
。

　

議
案
第
73
号　

平
成
20
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
の
う
ち
、

管
財
課
で
は
、
市
有
財
産
処
分
に
係

る
不
動
産
鑑
定
委
託
を
審
査
し
ま
し

た
。

　

議
案
第
84
号　

平
成
19
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
う
ち
、

会
計
課
で
は
、
18
あ
る
基
金
94
億
６

２
９
０
万
円
の
保
有
状
況
や
、
指
定

金
融
機
関
へ
の
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

秘
書
広
聴
課
で
は
、
市
長
の
交
際
費

や
災
害
緊
急
電
話
に
つ
い
て
、
活
発

な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
企
画
課

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
、

江
戸
崎
地
区
（
ま
ち
な
か
活
性
化
）・

桜
川
地
区
（
舟
運
事
業
復
活
調
査
）

等
の
進
捗
状
況
の
説
明
の
ほ
か
、
稲

敷
青
年
の
家
解
体
負
担
金
割
合
に
関

し
て
、
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

財
政
課
で
は
、
地
方
特
例
交
付
金
等

の
前
年
対
比
と
、
成
田
国
際
空
港
周

辺
対
策
交
付
金
等
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
総
務
課
で
は
、
法
律

相
談
の
質
疑
に
対
し
、
年
間
で
１
２

６
人
、
1
日
当
た
り
6
人
の
利
用
状

況
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
で
実
施
し
て
い
る
弁
護

士
相
談
会
と
あ
わ
せ
て
、
一
層
の
周

知
徹
底
を
す
る
よ
う
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
職
員
研
修
に
対
す

る
質
疑
で
は
、
資
質
向
上
に
向
け
た

研
修
の
充
実
を
考
慮
し
た
い
旨
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案

全
て
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
原
案

を
可
決
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
の
稲
敷
市
政
治
倫
理
条

例
制
定
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
は
、

閉
会
中
に
審
査
を
実
施
し
、
趣
旨
は

理
解
で
き
る
も
の
の
、
議
会
全
体
の

問
題
と
し
て
全
員
協
議
会
等
で
の
問

題
提
起
を
経
て
、
検
討
す
べ
き
と
の

意
見
に
よ
り
、
賛
成
多
数
で
採
択
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長　

木
内　

義
延　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は

８
件
で
す
。
主
な
点
だ
け
を
抜
粋
し

て
報
告
し
ま
す
。
ま
ず
議
案
第
72

号
、
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

は
、
現
行
５
０
０
円
の
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
発
行
手
数
料
を
平
成
20

年
10
月
１
日
か
ら
23
年
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
に
限
り
無
料
に
し
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
推
進
を
図

る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
議
案
第
73
号
の
内
、
税
務

課
所
管
分
の
補
正
は
税
の
徴
収
強
化

を
図
る
為
の
経
費
で
あ
り
ま
す
。
滞

納
者
に
対
す
る
自
動
車
差
し
押
さ
え

の
為
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
導
入
経
費
と
、

コ
ン
ビ
ニ
等
で
納
税
で
き
る
様
に
す

る
準
備
経
費
で
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
事
前
通
告
を
す

る
だ
け
で
納
税
さ
れ
る
事
が
多
い
と

い
う
導
入
済
自
治
体
の
状
況
な
ど
か

ら
、
滞
納
抑
止
力
が
高
い
旨
の
説
明

で
し
た
。
委
員
か
ら
も
大
変
有
効
な

手
段
と
思
わ
れ
る
の
で
必
要
に
応
じ

て
買
い
増
す
等
の
措
置
を
講
じ
る
よ

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
第
84
号
の
一
般
会
計
決

算
の
内
、
税
務
課
所
管
で
は
、
県
税

収
納
率
が
非
常
に
悪
い
が
、
要
因
は

何
か
と
の
質
問
に
対
し
、
合
併
前
か

ら
の
滞
納
継
続
分
が
多
か
っ
た
こ
と

が
一
因
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
収
納
対
策
室
の
増
員
と
合

わ
せ
差
し
押
さ
え
等
を
強
化
し
、
新

規
滞
納
者
を
防
ぐ
様
に
努
め
て
い
く

と
の
こ
と
で
し
た
。
保
険
課
所
管
で

は
出
産
費
に
関
す
る
質
疑
の
他
、
国

保
の
限
度
額
が
本
年
度
か
ら
は
国
保

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
、
介
護
保

険
分
と
合
わ
せ
て
68
万
円
と
な
る
旨

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
生
活
環
境

課
所
管
で
は
不
法
投
棄
に
対
す
る
パ

ト
ロ
ー
ル
等
の
実
施
状
況
、
風
水
害

の
警
報
発
令
時
の
担
当
職
員
の
待
機

体
制
、
雷
検
知
シ
ス
テ
ム
等
に
対
す

る
防
災
面
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
85
号
、
国
保
特
別
会
計
で

は
国
保
税
の
不
納
欠
損
の
質
疑
に
対

し
、
市
税
等
の
徴
収
と
連
携
し
て
の

差
し
押
さ
え
や
、
全
職
員
に
よ
る
滞

納
整
理
の
実
施
に
よ
り
収
納
率
は
改

善
傾
向
に
あ
り
、
滞
納
繰
越
分
に
つ

い
て
は
県
内
平
均
を
上
回
っ
て
い
る

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
付
託
さ

れ
た
８
件
の
議
案
は
全
て
全
会
一
致

に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会
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常 任 委 員 会 の 審査経過と結果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

埜
口　

正
雄　

　

当
委
員
会
へ
は
、
議
案
15
件
、
請

願
1
件
が
付
託
さ
れ
、
9
月
9
日
、

10
日
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
審
査
の
経
過
及
び
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
73
号
平
成
20
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
で

す
。
当
委
員
会
所
管
で
は
、
農
林
水

産
業
費
１
８
０
４
万
5
千
円
、
土
木

費
1
億
５
１
７
９
万
円
の
増
額
補
正

で
す
。
主
な
も
の
は
、
市
崎
・
神
宮

寺
地
区
集
落
道
路
整
備
事
業
地
内
で
、

土
器
が
出
土
し
た
た
め
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
の
委
託
料
、
橋
梁
新
設

改
良
事
業
の
地
質
調
査
、
路
線
測
量

内
容
の
変
更
及
び
道
路
維
持
費
に
要

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
燃
料
高
騰
、

肥
料
高
騰
な
ど
に
対
し
て
、
何
ら
か

の
対
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
84
号
平
成
19
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
で
は
、
商
店
街
顔
づ
く
り
事
業

の
内
容
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
維
持
課
予
算
で
は
、
増

額
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
る
が
当

初
予
算
で
計
上
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

議
案
第
95
号
か
ら
議
案
第
98
号
は
、

江
戸
崎
・
新
利
根
・
桜
川
・
東
の
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
で
す
が
、
業

務
活
動
、
損
益
計
算
書
、
貸
借
対
照

表
等
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
債
残
高
に
つ
い
て
も
活

発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
畜
産
物
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
対

す
る
経
営
安
定
の
確
立
に
関
す
る
請

願
書
は
、
願
意
妥
当
と
認
め
全
会
一

致
に
よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
、
９
議
案
に
つ
い
て
も
執
行

部
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
審
査

の
結
果
、
全
議
案
全
会
一
致
に
よ
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

高
野
貴
世
志　

　

付
託
さ
れ
た
議
案
4
件
に
つ
い
て
、

主
な
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
73
号　

平
成
20
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
の
う
ち
、

社
会
福
祉
課
で
は
、
身
体
障
害
者
に

対
す
る
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
補
正
に
つ
い
て
、

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
高
齢
福
祉
課

で
は
、
現
在
、
稲
敷
市
に
福
祉
タ
ク

シ
ー
が
な
い
こ
と
か
ら
、
福
祉
有
償

運
送
タ
ク
シ
ー
を
実
施
す
る
た
め
に
、

運
送
運
営
協
議
会
を
設
立
し
、
委
員

10
名
分
の
報
償
費
を
計
上
し
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は

料
金
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
半
額
程
度
を
想
定
し
て

お
り
、
残
り
の
半
額
は
実
施
業
者
の

自
助
努
力
で
実
施
す
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
84
号　

平
成
19
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
う
ち
、

社
会
福
祉
課
で
は
、
住
宅
資
金
貸
付

等
の
元
利
収
入
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
収
入
未
済
額
が
約
2
億
5
千
万

円
あ
る
。
滞
納
に
ど
う
対
応
す
る
の

か
明
確
に
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
福
祉

課
で
は
、
家
族
介
護
慰
労
金
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
家
族
の
方
が
大
変
だ
か
ら
、
そ

れ
に
報
い
る
た
め
に
、
慰
労
金
を

支
払
う
の
が
趣
旨
で
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
運
用

を
図
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
教
育
総
務
課
か
ら
は
、

江
戸
崎
小
学
校
耐
震
診
断
事
業
で
、

北
側
校
舎
が
将
来
想
定
さ
れ
る
地
震

に
対
し
、
耐
震
補
強
が
必
要
で
あ
る

と
の
判
定
が
出
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
お
よ
び
幼
稚

園
の
耐
震
化
優
先
度
調
査
で
は
、
７

つ
の
校
舎
、
13
の
体
育
館
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
優
先
度
の
高
い
も
の

と
し
て
、
新
利
根
中
学
校
、
柴
崎
小

学
校
、
根
本
小
学
校
、
太
田
小
学
校

の
そ
れ
ぞ
れ
の
体
育
館
が
上
げ
ら
れ
、

早
急
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。
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視 察 研 修 報 告

研
修
日  

7
月
16
日
～
18
日

視
察
先  

八
雲
町 

小
栗
牧
場

　
　
　

  

千
歳
市 

農
業
生
産
法
人

　
　
　

  

㈱
田
園
倶
楽
部
北
海
道

　
　
　

  
三
笠
市

　

小
栗
牧
場
は
、「
牛
に
も
、

人
に
も
無
理
を
か
け
な
い
、
さ

せ
な
い
。」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
平
成
19
年
度
農
林
水
産
祭
天

皇
杯
第
11
回
全
国
草
地
畜
産
コ

ン
ク
ー
ル
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
牧
場
で
す
。
平
成
9

年
に
放
牧
酪
農
へ
転
換
し
、
購

入
飼
料
費
や
診
療
衛
生
費
等
の

大
幅
な
生
産
費
用
の
減
少
に
伴
っ

て
、
舎
飼
い
時
代
の
「
高
コ
ス
ト
・

低
所
得
」
経
営
か
ら

「
低
コ
ス
ト
・
高
所

得
」
経
営
に
脱
皮
し
、

現
在
は
、
経
営
主
夫

婦
と
長
男
の
3
人
の

労
力
で
草
地
約
60 

ha

を
基
盤
に
経
産
牛
45

頭
、
育
成
牛
20
頭
前

後
で
年
間
所
得
１
３

７
０
万
円
を
確
保
し

て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

農
業
生
産
法
人
㈱

田
園
倶
楽
部
北
海
道

は
、
千
歳
市
近
郊
で
東
京

ド
ー
ム
の
約
1.5
倍
と
い
う

ア
ジ
ア
一
の
規
模
の
温
室

で
1
年
中
ト
マ
ト
栽
培
が

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ト
マ
ト
に
与
え
る
水

と
肥
料
を
極
限
ま
で
減
ら

し
、
糖
度
を
高
め
る
農
法

や
光
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
糖

度
選
別
機
の
導
入
、
通
年

栽
培
に
よ
る
安
定
供
給
な

ど
独
自
ス
タ
イ
ル
の
農
業

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
収

穫
最
盛
期
の
売
り
上
げ
は

1
日
平
均
１
０
０
万
円
、
多
い
日

で
１
０
０
０
人
強
が
訪
れ
、
売
上

げ
は
２
５
０
万

円
に
達
し
た
こ

と
も
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

三
笠
市
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
利

用
に
よ
る
地
域

循
環
型
農
業
を

実
践
し
て
い
く

こ
と
で
、
農
業

振
興
・
観
光
産

業
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
図

り
、
魅
力
あ
る

ま
ち
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
市
で
す
。
具
体
的
に
は
、
市
内

で
発
生
す
る
「
生
ご
み
」
の
分
別

収
集
を
行
い
、
付
加
価
値
の
あ
る

堆
肥
を
製
造
し
、
有
機
農
産
物
生

産
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
地

域
農
家
に
活
用
し
て
も
ら
い
、
安

全
安
心
で
お
い
し
い
農
作
物
を
生

産
し
、
三
笠
有
機
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
規
模
等
の
違

い
は
あ
り
ま
す
が
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

産業建設常任委員会
	 視察研修報告

　議会だより第 13 号（前号）3頁に記

載の誤りがありましたので、関係者の

皆様にお詫びし、次のとおり訂正いた

します。

●審議された議案とその結果

議案第 64号
（内容欄氏名）

正
須貸依子 氏

誤
須賀依子 氏

●請願の審議結果

請願第 3号
（提出者住所）

正
稲敷市佐倉1117-2

誤
稲敷市江戸崎甲3550

お 詫 び と 訂 正

■
反
対
討
論	

平
山　
　
寧　

　

84
号
議
案
の
一
部
分
に
同
意
で
き

な
い
た
め
反
対
し
ま
す
。

　

巨
額
の
不
納
欠
損
額
が
毎
年
発
生

し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
約
８
４

０
０
万
円
、
18
年
度
約
７
４
０
０
万

円
、
17
年
度
１
億
２
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
市
税
の
占

め
る
割
合
は
95
％
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。
税
負
担
の
公
平
の
原
則
か
ら

も
、
不
納
欠
損
額
を
減
少
さ
せ
る
よ

う
期
待
し
反
対
い
た
し
ま
す
。

討

論議
案
第
84
号
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編

集

後

記

委

員

長　
　

河　

内 　

喜　

和

副
委
員
長　
　

大　

湖 　

金
四
郎

委　
　

員　
　

根　

本　

 　

保

委　
　

員　
　

柳　

町　

 

政　

広

委　
　

員　
　

平　

山　

 　

寧

委　
　

員　
　

関　

川 　

初　

子

委　
　

員　
　

伊　

藤　
　

 

均

委　
　

員　
　

根　

本　

 

光　

治

　

今
秋
、
旧
東
海
道
・
保
土
ヶ
谷
宿
を
、

37
年
振
り
に
訪
ね
た
。
今
や
高
層
建

築
な
ど
に
覆
い
つ
く
さ
れ
、
静
か
な
面

影
も
、
一
宿
世
話
に
な
っ
た
材
木
屋
も

見
当
た
ら
な
い
。

　

当
時
は
、
浅
間
山
荘
事
件
直
後
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
街
道
筋
の
方
々
の
偏

見
の
な
い
善
意
で
京
都
ま
で
徒
歩
貫

徹
し
た
。
そ
の
頃
、
横
行
し
た
三
無
主

義
の
中
で
も
、
夢
を
追
い
求
め
る
若
者

を
、
応
援
す
る
寛
大
な
社
会
が
あ
っ
た
。

　

今
、
若
者
は
夢
を
語
る
大
人
・
目

標
と
な
る
大
人
が
少
な
い
と
嘆
く
。
そ

の
た
め
か
、
大
人
に
な
り
た
が
ら
な
い
。

「
夢
は
見
る
も
の
、
目
標
は
達
成
さ
せ

る
も
の
」
と
、甲
子
園
勝
利
監
督
が
語
っ

て
い
る
。
夢
は
逃
げ
て
い
か
な
い
、
自

分
が
夢
か
ら
逃
げ
て
い
く
の
だ
。
政
治

家
は
夢
を
語
り
、
そ
れ
を
行
政
と
と
も

に
「
形
」
に
す
る
の
が
、
役
割
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
！
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　市議会は、傍聴できます。

　この９月議会では、期間中、のべ１６人の市民が

傍聴しました。稲敷市役所東庁舎の２階で当日に

受付けています。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会

事務局までお問い合わせ下さい。

☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）
FAX ０２９９―７８―３３９６
E-mail：gikai@city.inashiki.lg.jp

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

12 9 日火となります。

　世界的な穀物需給は構造的な逼迫に急転換したことから、穀物価格は市場最高水準まで高騰し
ており、わが国の食料の安定供給に支障が生じている。
また、原油・肥料・飼料など生産資材価格も市場最高水準まで高騰しており、生産者の経営は危
機的状況となっている。
　このような状況の中、生産者や農業関係団体は、生産性の向上に徹底して取り組んでいるもの
の、現下の生産資材価格の高騰は、農業者の努力のみでは到底解決できないほど困難な状況となっ
ており、緊急に万全な対策を措置する必要に迫られている。
　よって、以下の事項が確保される対応の実現を強く要望する。

記
１．肥料高騰対策
　　肥料の合理化をすすめるとともに、土壌分析にもとづく低成分肥料の活用や施肥効率の向上
等の取り組みを支援する対策を講じること。

２．生産コストに着目した経営安定対策等の確立
　　⑴　原油・肥料・飼料高騰による生産コストの上昇分については、販売価格に適切に転嫁す

るサーチャージ制度などの仕組みを確立すること。
　　⑵　原油・肥料・飼料高騰による急激なコスト上昇に直接対応する、品目ごとの生産コスト

の増大に着目した経営安定対策を早急に確立すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　平成２０年９月１９日
� 茨城県稲敷市議会議長　 宮　本　隆　典　
（提出先）
農林水産大臣　茨城県知事

農畜産物生産コスト上昇に対する経営安定の確立に関する意見書


